
おひさまホーム・おおぞらホーム 地域連携推進会議議事録 

 

１． 日 時 令和８年２月２５日(水)１５時３０分～１８時 

 

２．場 所 あけぼの作業所多目的室 （豊川市大崎町下金居場５５番地） 

 

３．出席者 ・おひさまホーム利用者代表   ・おおぞらホーム利用者代表 

      ・おひさまホーム保護者代表   ・おおぞらホーム保護者代表 

      ・千両住宅 住宅内会長     ・中部町 町内福祉委員代表 

      ・御油西町連区 連区長     ・三蔵子連区 連区長 

      ・三蔵子地区民生委員児童委員協議会 民生委員代表 

      ・豊川市福祉部障害福祉課 障害福祉サービス担当 

      ・法人本部 事務局長      

      ・ホーム長 

      ・サービス管理責任者                    計１３名 

      

４．会議内容 

 １ 開会の挨拶 

 ２ 出席者自己紹介 

 ３ 議題 

（１） 地域連携推進会議について 

地域連携推進会議設置要綱の説明 

（２） 施設や利用者に関する理解の促進 

  ア 法人、事業所の概要説明 

  イ 日常生活の支援の取り組み（健康管理、金銭管理等） 

     グループホームについて（特徴、役割、支援内容。一日の流れ、利用料） 

 

（３） 施設等やサービスの透明性・質の確保 

  ア 令和６年度事業報告 

  イ 令和７年度事業計画 

  ウ 令和６年度分の収支について 

 

（４） 利用者の権利擁護 

  ア 虐待、事故報告、苦情、ヒヤリハットの発生状況 

  イ 意思決定支援について 

５．意見交換 

 Ｑ：令和 6年度 事業報告よりぬくぬくホームに関しては人員不足からフル稼働が出 来

ていないが、７年度は出来ているのか？ 

 Ａ：人員不足から未だフル稼働は出来ていない状況です。ご家庭の状況から猶予はないも



のと感じていますので、早急に稼働に繋げたいところです。 

 Ｑ：人手はどれぐらい足りていない？ 

 Ａ：フルで入れる人で見ると、２～３人ぐらいです。働き方が人それそれで、夜勤のみ希

望される方もいるので、単純に何人というのは難しい所もあります。 

 

 Ｑ：人員の募集の仕方は？ 

 Ａ：ハローワーク、ホームページ、折り込み広告、求人サイトへの登録です。 

 

 Ｑ：地域連携推進会議設置要綱から、令和７年４月から義務化との事ですが、厚労省から

出ている物ですか？ 

 Ａ：はい。その通りです。 

 

 Ｑ：事故報告より、何故転倒が分かったのか？ 

 Ａ：転倒された利用者様の居室が、職員が常駐する部屋の前にあり、居室の扉は、常に開

いている状態なので転倒の音ですぐに気が付くことができました。 

 

 Ｑ：車は何台あるの？職員が送迎しているの？ 

 Ａ：公用車は各ホームに 1台ずつあります。作業所へは、作業所の送迎車両がきてくれま

す。御油は、マイクロバスが入れないので近くの公園の駐車場に公用車で移動し、送

迎バスに乗り換えます。 

 

 Ｑ：ぬくぬくホームは豊川の豪雨の時は大丈夫だったの？ 

 Ａ：ぬくぬくホームは、事前にご家族に確認をして、自宅に帰省していただき、閉所とい

う対応を取らせていただきました。 

 

 Ｑ：全体的にスタッフが少ない事や問い合わせが無いのは？賃金単価が安いとか？原因が

あるのでは？ 

 Ａ：ここ最近、Ｗワークやトリプルワークの方が多く、労働時間数の関係もあり繋がらな

いことがありました。 

 

 Ｑ：住宅内に求人のチラシを配ったら？掲示板もあるので掲示したらどうですか？人手が

不足しているということは、利用者さんへ影響があるのでは？ 

 Ａ：ご提案ありがとうございます。またその際には声を掛けさせていただきます。 

 

６．閉会の挨拶  （アンケートの依頼とホーム見学について説明） 

 

７．グループホーム見学 （おひさまホームとおおぞらホームに分かれて見学） 

 【おひさまホーム】 

  ・ホームわいわい 16：25～16：55 

  ・ニコニコはうす 17：05～17：20 

  ・ドラゴンハウス 17：35～17：50 



   

 《見学時質疑応答》 

 ・皆さん掃除はどうされていますか？  

  →掃除以外にも、食器洗いや、洗濯物など自分でやれることはやってもらっています。

仕上げや、出来ない部分は職員がサポートしています。 

 

 ・昼間はどう過ごされていますか？ 

  →平日は作業所へ行っています。また一般企業に努めている方もいます。週末はヘルパ

ー利用で外出されたり、ホームのレクでみんなで出掛けることもあります。 

 ・居住環境は抜群ですね！ 

 ・食事はどうしていますか？ 

  →５ホーム中、４ホームは食材を配達してもらっていますが、１ホームは近くのスーパ

ーで食材を購入して作っています。献立も、昼間の給食や前に入った人が何を提供し

てかなど考慮して献立を立てて買い物に行って貰ています。 

 ・県営住宅は建て替えて何年になる？ 

  →住宅内会長さんから 22～23 年になると思うと回答される。 

 その他…スプリンクラー設置の要件、避難訓練は毎月行っているが、浸水区域に当たるホ

ームが２か所ある為、避難確保計画に沿った訓練や毎月の避難訓や防災について

説明を行う。 

 

【おおぞらホーム】 

  ・ぽかぽかハウス 16：30～16：50 

  ・ぬくぬくホーム 17：10～17：20 

 

 《見学時質疑応答》 

 ・避難訓練はどんな感じてやっている？  

  →月に一度、地震と火災を交互に職員が全員対応できるように当番制にして行っていま

す。集合場所は各ホームによって異なる為、ホーム職員で共有している 

 ・ヘルメットやトランシーバーがあるともっといいよ 

  →避難持ち出し袋は各自用意していますが、ヘルメットやトランシーバーまでは用意し

ていませんが、拡声器をおいてあるホームもあります。ヘルメットや防災頭巾は被る

のが苦手な方も見えますので、布団や毛布や座布団などで頭を覆い安全を確保する訓

練は行っています。 

・熱が出たり、体調などどうやって確認しているの？ 

  →毎朝、検温とバイタルチェックを行って体調の確認をしています。作業所から帰ると

いつもと違う様子や、何かあれば連絡があり、職員間で共有しています。 

 

その他…発熱者や感染症が出た場合は、病院受診を行い、例えばコロナやインフルエンザ等

の診断が出たら、日中支援に切り替わります。作業所へは行かずに自室で過ごしてい

ただくので、職員を配置し、昼食の用意や服薬管理や様子を見守りしています。 

 



８．アンケート結果 

 会議参加者へQRコードを用いて感想を募る。 

① 本日の会議・見学会は有意義な物でしたか？(どの内容がよかった、よくなかった等) 

*見学会、全て良かったです。 

*知らないことばかりだったので、たいへん有意義なものでした。各ホームで働かれて

いる職員の方々は、薬の管理から食事の支度までとてもたいへんな仕事だと思いま

す。入所されている方もフレンドリーでとても楽しかったです。 

*グループホームを見学できて、ホームの様子を見学出来てよかった。また、地域の方

に見学して理解してもらう点においても見学は良いと思う。 

*グループホームでの入所者さんの日常生活を見学させていただくことが出来てよかっ

た。 

② 説明や内容はわかりやすいものでしたか？わかりにくに内容がありましたら教えてく

ださい） 

*分かりやすく問題ありません。 

*分かりにくいことはありませんでした。 

*地域との関わりについて、説明があってもよいのではと思いました。 

*よくわかりました。 

③ 今後の開催について、曜日やじかんについてのご希望を教えてください(複数回答可) 

*平日希望、午前希望 

*平日希望 

*平日希望、午前希望、午後希望 

④ 施設や支援について、ご意見があれば記入ください 

*地域連携推進会議、お疲れ様でした。義務化されましたので、開催をチャンスととら

え、少しでもよい支援、ホームになるきっかけにしていただくことを願っています。 

   *人材獲得に協力したいです。 

 

９．配布資料 

 ・地域連携推進会議次第 

 ・おひさまホーム及びおおぞらホーム地域連携推進会議設置要綱 

 ・社会福祉法人若竹荘 共同生活援助 おひさまホーム・おおぞらホームについて 

 ・法人パンフレット、事業所パンフレット 

 ・令和６年度事業報告 

 ・令和７年度事業計画 

 ・令和６年度資金収支計算書 

 ・虐待、事故報告、苦情、ヒヤリハットの発生状況 

 ・アンケート用紙(ＱＲコード) 

 


